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兼業創業による

社会課題解決事業への挑戦

ジョージ・アンド・ショーン株式会社

代表取締役 兼

日本オラクル株式会社

ソーシャル・デザイン推進本部 本部長

井上 憲



About Me : 井上憲

Oracle

George and Shaun

● 大学院卒業後 2006年 新卒

● 日本オラクルと顧客企業との共創を
事業とする、「ソーシャルデザイン推進室」
を立ち上げ

● 今期より本部長就任

● 祖母の認知症をきっかけに創業
● 2016年事業会社化

● 認知症推定AIを中心に
シニアヘルスケア事業を展開

● 従業員 20名(9割兼業）

ソーシャルデザイン推進本部
本部長

CEO / Co-Founder of

My Purpose: 人々のメンタルステージをアップデートするような社会インフラを創る



Member : 兼業社員を中心に、現業でH/W, S/W, AIの開発を行うメンバーが在籍
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Ken Inoue

15 years in Oracle
CEO / Co-Founder

Shingo Nakamura
6 years in Accenture
CTO / Co-Founder

Ami Onuma

Japan Life Design Systems
CDO / Design

Yukimura Ono

Canon
Hardware

Yusuke Kawamura
Yahoo
Software

Satoshi Kume

Mercari
Financial Director

Shinichiro Yokoyama

Oracle
AI Engineer

Akira Matsubayashi

Infomatica Japan
COO / Software

Koji Suzuki

Oracle
Software / IoT

Shogo Fukuda

Toyota Research Institute
AI Engineer

Nami Matsuhashi
PR/Marketing

Kohei Saito

Microsoft
Engineer

Takaaki Tamura

Tokyo-med
Doctor



見守り端末”biblle”

項目 内容

会社名 ジョージ・アンド・ショーン株式会社

設立年月日 2016年3月15日

所在地 東京都渋谷区千駄ヶ谷 2-28-3 Zoom神宮前 1201

資本金 71,000,000円(資本準備金含む)

事業内容

なくしもの防止・見守りサービス端末「biblle」の開発・サポート
高齢者ヘルスケア事業「施設サンロクマル」
認知機能推定AI 「Cognivida」
地域アプリ事業「キョウドコ」ほか

代表取締役 井上 憲

メディア掲載/
受賞歴

日本経済新聞社主催「スタアトピッチJapan 2020」 グランプリ
ICT Spring Europe Smart Living部門 第二位
日経紙、テレビ東京「ワールドビジネスサテライト」など、掲載歴多数

企業概要：ジョージ・アンド・ショーン株式会社

高齢者ヘルスケア事業 地域コミュニティ事業

事業方針

社会課題解決を目的に、
「兼業主体」、顧客との「共創型」での事業を
創っていくことにフォーカスしています。
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年間500億円の

社会費用

CAGR 18.7%

認知症の捜索件数
年間 10,000件



VISION
高齢者が自身が健康で永くいきて
いくことをみんなで支えられる、

『少しだけ優しい世界を創ろう。』



Total

14.5兆円

１．超高齢化社会と認知症ケア市場

介護費

6.1 兆円

医療費

1.9兆円

インフォーマル

ケア

6.1 兆円

国内における総社会費用 65歳以上人口比率の国際比較

Japan

Italia

Portugal

Germany

Finland

Bulgaria

Greece

Sweden

France

Spain

#1

#2

#3

#4

#5

#6

#7

#8

#11

#14

…
…

27.05%

23.02%

21.50%

21.45%

21.23%

20.80%

20.40%

19.99%

19.72%

19.44%

年間約14兆円という国費が認知症ケアに必要となっている



Stage 1 Stage 2 Stage 3 健常 MCI
(軽度認知障害)

×16 – 41%
が回復可能

非認知症期 認知症期

日常の生活習慣データからMCIを検知する

認知症早期検知エンジンのミッション
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開発のアプローチ

企業、大学と連携し、実データを使った先進的な開発を推進

移動

対話 睡眠

生活習慣データの収集

IoT データ収集

医療機関・専門家との連携

AIエンジン

医療プロフェッショナル

高精度な分析エンジン

先進AI技術

家電
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認知症推定で利用するパラメータ例：

・目線
・韻律
・発話数
・リアクションアワー

開発中のオンライン対話を利用した認知機能の推定AIエンジン



累計400人、4年間のデータをもとに

必要データ期間

2週間

５．AIエンジンでの認知機能推定精度

認知症の検知率

95%

MCIの検知率

81%

短い期間のデータでも高い精度での検知を実現
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グローバルにおけるシステムの評価

JAIST 岡田研究室との共著論文がACII 2019@英ケンブリッジで採択
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WELLNESS CITY

住んでいるだけで

健康になる都市づくり

SMART CITY
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実フィールドを利用した

事業実証

国内10都市で展開中

写真は：

加古川市様、NTT西日本様、

ALSOK様との共同発表
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兼業と社会課題解決事業の相性について
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兼業ゆえにどう勝負しようと思っているか
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高生産性で
低コストな
自社開発

自社・共創
事業にFocus
(受諾しない)

目先利益を
追わない

ソーシャル事業



外部活動/メディア掲載/受賞歴

国際学会、ベンチャーコンテストなど、国内外で高い評価を受ける
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施策の社会実装状況

● NTT西日本×パラマウントベッドの事業
として認知機能推定を事業化

●兼業企業として初めて NTT西日本との
資本業務提携を締結
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One for Someone

少しだけ優しい世界を創ろう。

G&Sが描きたいのは、普通に暮らすみんなが
少しだけ優しく、誰かを思って暮らす世界。

世界中にあふれる様々な問題は、
一人ひとりが少しだけ意識を変えるだけで、

解決すると思います。

ほんの小さなアクションでも、そのアクションは連鎖し
世界を変えると信じています。

そのために、日常にほんの少しだけ優しくなるための
ヒントや、アイデアをG&Sは提供していきます。



少しだけ優しい世界を創ろう。
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